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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
黄
金
の
半
跏
像
（
映
画
村
探
偵
団
１
）

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
４
３
７
Ｅ

【
作
者
名
】

　
き
り
も
ん
じ

【
あ
ら
す
じ
】

　
（
シ
ナ
リ
オ
）
京
都
に
怪
盗
変
面
が
現
れ
た
。
次
々
と
財
宝
を
盗
ん
で
い
く
。

ま
ず
は
広
隆
寺
の
半
跏
思
惟
像
に
隠
さ
れ
た
黄
金
だ
。
突
然
天
空
に
浮
か
び
上

が
る
怪
盗
変
面
の
笑
い
顔
。
京
都
府
警
の
厳
戒
態
勢
の
中
を
ま
ん
ま
と
白
馬
に

ま
た
が
り
逃
げ
て
い
く
。
痛
快
映
画
村
探
偵
団
！
こ
う
ご
期
待
！
（
き
り
も
ん

じ
）
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京
都
映
画
村
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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京
都
映
画
村

○
京
都
の
全
景
。
初
夏
。

○
京
都
、
映
画
村
、
外

大
手
門
「
東
映
太
秦
映
画
村
」
と
あ
る
。

○
同
、
内

行
楽
日
の
映
画
村
の
風
景
。

大
店
街
で
実
際
の
撮
影
を
し
て
い
る
。

（
原
田
竜
太
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
「
僕
、
原
田
竜
太
は
映
画
村
に
勤
め
る
俳
優

の
卵
だ
」

撮
影
現
場
で
出
番
待
ち
を
す
る
侍
姿
の
原
田
。

（
原
田
の
Ｎ
）
「
同
期
の
木
村
由
香
、
高
田
早
苗
。
子
役
の
田
中
太
一
と
斉
藤

愛
。

そ
れ
と
大
先
輩
の
山
本
一
。
こ
の
６
人
は
大
の
仲
良
し
で
あ
る
」

出
番
待
ち
を
す
る
浪
人
姿
の
山
本
。

お
い
ら
ん
姿
の
木
村
。
町
娘
の
高
田
。

農
民
の
子
ど
も
姿
の
太
一
と
愛
。

（
原
田
の
Ｎ
）
「
山
本
先
輩
の
兄
さ
ん
は
京
都
府
警
の
本
部
長
」

○
京
都
府
警
本
部
、
外

○
同
、
内
、
本
部
長
室

デ
ス
ク
に
座
る
威
厳
あ
る
山
本
の
兄
。

○
映
画
村
の
遠
景
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（
原
田
の
Ｎ
）
「
僕
に
は
高
校
時
代
熱
中
し
た
演
劇
部
で
藤
原
純
友
と
い
う

ラ
イ
バ
ル
が
い
た
。
彼
は
突
然
『
俺
は
世
界
一
の
劇
団
を
作
る
』
と
い
っ
て

行
方
不
明
に
な
っ
た
。
そ
の
藤
原
か
ら
久
し
ぶ
り
に
謎
の
手
紙
が
来
た
」

○
安
ア
パ
ー
ト
、
廊
下

Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
の
原
田
が
自
室
に
帰
っ
て
く
っ
る
。

郵
便
受
け
に
手
紙
を
見
つ
け
る
。

端
か
ら
は
が
す
貼
り
付
け
手
紙
。

（
原
田
）
「
だ
れ
だ
ろ
う
？
」

手
紙
を
端
か
ら
ゆ
っ
く
り
は
が
し
読
む
。

（
原
田
）
「
劇
団
を
作
る
態
勢
が
整
っ
た
。
こ
れ
か
ら
資
金
集
め
に
入
る
。

京
都
に
は
隠
さ
れ
た
財
宝
が
腐
る
ほ
ど
眠
っ
て
い
る
。
一
つ
一
つ
頂
い
て

い
く
か
ら
捕
ら
え
ら
れ
る
も
の
な
ら
捕
ら
え
て
み
た
ま
え
。
怪
盗
変
面
」

手
紙
の
文
字
が
ゆ
っ
く
り
と
消
え
て
い
く
。

（
原
田
）
「
や
や
や
っ
！
へ
ん
め
ん
？
」

○
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル

『
広
隆
寺
黄
金
の
半
跏
像
』

ー
怪
盗
変
面
と
映
画
村
探
偵
団
ー

○
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク

映
画
村
、
時
代
劇
の
撮
影
風
景
。

『
ハ
ー
イ
本
番
』
の
声
。

チ
ャ
ン
バ
ラ
演
技
中
。

『
は
い
Ｏ
Ｋ
』
の
声
。

○
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
脇
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く
つ
ろ
ぐ
ち
ょ
ん
ま
げ
姿
の
俳
優
達
。

修
学
旅
行
生
た
ち
が
ロ
ー
プ
外
で
見
て
い
る
。

原
田
と
山
本
が
し
ゃ
が
ん
で
い
る
。

（
山
本
）
「
で
、
手
紙
が
来
た
っ
て
？
」

山
本
、
タ
バ
コ
に
火
を
つ
け
る
。

（
原
田
）
「
あ
あ
、
７
年
ぶ
り
だ
っ
た
ん
だ
が
、
そ
の
手
紙
を
読
み
終
わ
っ
た
ら

文
字
が
消
え
て
し
ま
っ
た
ん
だ
」

（
山
本
）
「
消
え
た
？
」

（
原
田
）
「
あ
あ
、
す
ぐ
に
」

（
山
本
）
「
ふ
ー
む
？
な
ん
て
書
い
て
あ
っ
た
ん
だ
？
」
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京
都
映
画
村
（
後
書
き
）

つ
づ
く



7

仲
良
し
６
人
組
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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仲
良
し
６
人
組

（
原
田
）
「
京
都
に
眠
る
秘
密
の
財
宝
を
こ
れ
か
ら
ひ
と
つ
ず
つ

盗
ん
で
や
る
。
捕
ら
え
て
み
ろ
。
怪
盗
変
面
」

（
山
本
）
「
変
面
？
な
ん
だ
そ
り
ゃ
？
」

（
原
田
）
「
あ
い
つ
だ
っ
た
ら
や
り
か
ね
な
い
。
京
都
に
は

隠
さ
れ
た
財
宝
が
腐
る
ほ
ど
眠
っ
て
る
っ
て
言
う
じ
ゃ
な
い
か
。

あ
い
つ
の
有
能
さ
は
狂
気
じ
み
て
い
た
か
ら
な
」

○
舞
台
、
夜
（
回
想
）

学
ら
ん
を
着
て
金
髪
の
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
藤
原
、

白
い
顔
に
赤
い
隈
取
の
目
、
長
い
赤
鉢
巻
。

上
着
を
脱
ぐ
と
背
中
に
刺
青
『
狂
鬼
』
。

一
気
に
バ
ッ
ク
転
を
三
回
し
て
前
方
に
三
回
転
。

そ
の
ま
ま
客
席
へ
。
「
き
ゃ
ー
」
の
悲
鳴
と
逃
げ
惑
う
客
席
。

○
元
の
撮
影
現
場

（
修
学
旅
行
生
）
「
す
い
ま
せ
ん
写
真
と
っ
て
良
い
で
す
か
？
」

（
原
田
）
「
（
我
に
返
り
）
あ
あ
、
い
い
で
す
よ
」

山
本
も
一
緒
に
立
ち
上
が
っ
て
ポ
ー
ズ
。

○
撮
影
所
、
食
堂

お
い
ら
ん
姿
の
木
村
。
町
娘
の
高
田
。

農
民
の
子
ど
も
姿
の
太
一
と
愛
、
食
事
を
し
て
い
る
。

原
田
と
山
本
、
ト
レ
イ
を
持
っ
て
隣
の
席
に
座
る
。

（
木
村
）
「
怪
盗
変
面
が
出
た
ん
で
す
っ
て
？
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山
本
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
」

（
原
田
）
「
も
う
し
ゃ
べ
っ
た
の
か
」

（
山
本
）
「
あ
、
す
ま
ん
。
さ
っ
き
な
。
だ
っ
て
、
変
面
じ
ゃ
、

や
っ
ぱ
り
お
か
し
い
よ
な
あ
？
」

木
村
、
高
田
、
子
ど
も
達
う
な
づ
く
。

原
田
一
人
憮
然
と
し
て
食
べ
始
め
る
。

（
高
田
）
「
あ
の
な
、
へ
ん
め
ん
、
て
な
ん
や
の
？
」

（
子
ど
も
達
）
「
へ
ん
め
ん
！
」

皆
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

原
田
一
人
黙
々
と
食
べ
て
い
る
。

（
山
本
）
「
す
ま
ん
俺
が
悪
か
っ
た
。
意
味
も
知
ら
ん
と
、

怪
盗
変
面
が
来
る
ぞ
と
言
う
て
し
も
う
た
、
す
ま
ん
原
田
。

教
え
て
く
れ
！
変
面
て
な
ん
や
？
」

皆
原
田
を
じ
っ
と
見
詰
め
る
。

原
田
も
く
も
く
と
食
べ
て
い
る
。

お
も
む
ろ
に
水
を
飲
み
、
立
ち
上
が
る
。

（
原
田
）
「
中
国
の
芸
人
さ
ん
の
こ
と
や
。
大
昔
か
ら
あ
る

大
衆
芸
能
の
ひ
と
つ
、
・
・
・
こ
う
や
っ
て
」

原
田
、
顔
を
次
々
と
め
く
る
格
好
を
す
る
。

（
原
田
）
「
こ
う
や
っ
て
、
次
々
と
布
の
お
面
を
張
り
替
え
て
、

何
十
人
も
の
役
を
や
り
き
る
一
人
芝
居
の
こ
と
だ
ー
っ
！
」

原
田
、
狂
っ
た
よ
う
に
顔
を
め
く
っ
て
い
る
。

（
山
本
、
木
村
）
「
わ
か
っ
た
、
わ
か
っ
た
」

（
山
本
）
「
（
周
り
を
恥
ず
か
し
そ
う
に
見
渡
し
な
が
ら
）
ま
あ
座
れ
」
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皆
、
し
ら
け
て
食
事
を
し
始
め
る
。
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仲
良
し
６
人
組
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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怪
盗
変
面
出
没
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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怪
盗
変
面
出
没

（
高
田
）
「
ひ
ょ
っ
と
し
て
そ
れ
、
怪
人
二
十
面
相
と
ち
ゃ
う
ん
？
」

（
皆
）
「
怪
人
二
十
面
相
！
」

皆
顔
を
見
合
わ
せ
て
、
や
お
ら
じ
っ
と
原
田
を
見
つ
め
る
。

一
人
が
つ
が
つ
と
食
事
を
す
る
原
田
。

○
撮
影
所
正
門
、
夜

普
段
着
で
帰
る
原
田
と
山
本
。

（
守
衛
）
「
お
疲
れ
様
で
し
た
！
」

山
本
と
原
田
、
同
時
に
手
を
上
げ
て
挨
拶
。

○
道
、
夜

山
本
と
原
田
、
並
ん
で
歩
い
て
い
る
。

（
山
本
）
「
そ
や
け
ど
、
い
つ
ど
こ
で
、
何
を
盗
も
う
と
い
う
の
や
ろ
？
」

（
原
田
）
「
お
れ
に
も
よ
う
わ
か
ら
ん
。
も
う
始
ま
っ
と
る
か
も
し
れ
ん
」

○
清
水
坂
、
真
夜
中
、
イ
メ
ー
ジ

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
た
商
店
街
。

隠
れ
が
く
れ
清
水
寺
へ
向
か
う
忍
者
姿
。

首
領
ら
し
き
者
が
指
図
を
し
て
い
る
。

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
に
黒
マ
ス
ク
め
が
ね
。

タ
キ
シ
ー
ド
に
ス
テ
ッ
キ
を
持
つ
変
面
の
姿
。

○
高
台
寺
、
石
段
下
、
真
夜
中

白
馬
に
乗
っ
て
逃
げ
る
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
。

必
死
で
走
り
な
が
ら
荷
車
を
押
す
忍
者
姿
。

天
空
に
向
か
っ
て
高
笑
い
す
る
怪
盗
変
面
。



14

（
変
面
）
「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
！
原
田
！
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
」

○
平
安
神
宮
、
正
面
戸
口
、
真
夜
中
、
イ
メ
ー
ジ

隠
れ
隠
れ
忍
び
込
む
忍
者
姿
。

最
後
を
確
認
し
戸
を
閉
め
る
変
面
。

○
同
、
真
夜
中
、
イ
メ
ー
ジ

戸
口
が
開
く
。
重
そ
う
に
物
を
運
び
出
す
忍
者
姿
。

最
後
を
確
認
し
戸
を
閉
め
る
変
面
。

○
八
坂
神
社
、
石
段
下
、
真
夜
中
、
イ
メ
ー
ジ

白
馬
で
駆
け
抜
け
る
変
面
。

必
死
で
走
り
な
が
ら
荷
車
を
押
す
忍
者
姿
。

○
京
都
府
警
、
本
部
、
外

京
都
府
警
の
外
観
。

○
同
、
内

盗
難
課
と
書
い
て
あ
る
。

『
京
の
夕
刊
』
を
見
な
が
ら
話
す
古
参
の

出
羽
警
部
と
初
々
し
い
亀
山
刑
事
。

（
出
羽
）
「
ま
た
や
、
こ
な
い
だ
清
水
寺
別
院
の
黄
金
の
仏
像

か
と
思
う
た
ら
、
今
度
は
平
安
神
宮
奥
の
院
の
純
金
の
神
器
や
。

こ
れ
何
か
あ
る
で
？
お
前
ど
う
思
う
？
」

亀
山
、
美
人
の
婦
警
に
微
笑
ん
で
い
る
。

（
亀
山
）
「
え
っ
？
あ
、
は
あ
」

（
出
羽
）
「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
大
掛
か
り
な
何
か
が
・
・
・
・
」
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出
羽
、
帽
子
を
手
に
握
り
締
め
ニ
ヤ
リ
と
笑
む
。

（
出
羽
）
「
早
よ
せ
え
、
行
く
ぞ
亀
山
」

（
亀
山
）
「
あ
、
は
い
！
」

出
羽
警
部
、
戸
を
開
け
出
る
。

後
を
追
う
亀
山
刑
事
。
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怪
盗
変
面
出
没
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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出
羽
警
部
と
亀
山
刑
事
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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出
羽
警
部
と
亀
山
刑
事

○
清
水
寺
、
別
院
、
イ
メ
ー
ジ

所
化
に
様
子
を
聞
く
出
羽
警
部
と
亀
山
刑
事
。

○
平
安
神
宮
、
奥
の
院
、
イ
メ
ー
ジ

女
官
に
様
子
を
聞
く
出
羽
と
亀
山
。

○
同
、
中
庭

女
官
が
笹
ほ
う
き
で
庭
を
掃
い
て
い
る
。

出
羽
が
質
問
し
亀
山
が
メ
モ
し
て
い
る
。

（
出
羽
）
「
す
る
と
、
事
件
の
朝
に
掃
除
し
て
た
ら

紙
く
ず
が
落
ち
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
す
な
」

（
女
官
）
「
思
わ
ず
拾
っ
て
広
げ
て
み
た
ら
大
き
く

『
変
面
』
て
書
い
て
あ
っ
た
ん
ど
す
」

（
出
羽
、
亀
山
）
「
へ
ん
め
ん
？
」

（
女
官
）
「
へ
え
、
変
な
人
の
変
と
お
面
の
面
」

（
出
羽
、
亀
山
）
「
変
な
人
の
変
と
お
面
の
面
！
変
面
！
」

出
羽
と
亀
山
互
い
に
顔
を
見
合
わ
せ
も
と
の
質
問
に
戻
る
。

（
出
羽
）
「
・
・
・
で
、
そ
の
紙
は
？
」

（
女
官
）
「
は
あ
、
も
う
燃
や
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」

出
羽
、
亀
山
、
薪
の
灰
の
跡
を
見
る
。

亀
山
、
近
寄
っ
て
調
べ
る
。

（
亀
山
）
「
も
う
、
わ
か
り
ま
せ
ん
ワ
」

（
出
羽
）
「
ふ
む
」
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う
な
づ
く
出
羽
警
部
の
顔
。

○
清
水
寺
、
別
院
、
イ
メ
ー
ジ

『
変
面
』
と
書
い
た
紙
を
か
ざ
す
亀
山
刑
事
。

所
化
を
前
に
紙
を
か
ざ
し
て
詰
問
す
る
出
羽
警
部
。

困
っ
た
顔
を
し
て
首
を
横
に
振
る
所
化
。

○
産
寧
坂

出
羽
と
亀
山
が
並
ん
で
歩
い
て
い
る
。

（
出
羽
）
「
間
違
い
な
い
犯
人
は
変
面
や
」

（
亀
山
）
「
と
こ
ろ
で
先
輩
、
変
面
て
な
ん
で
す
か
？
」

（
出
羽
）
「
そ
り
ゃ
、
お
ま
え
。
変
な
顔
と
言
う
意
味
と
ち
ゃ
う
か
？
」

（
亀
山
）
「
変
な
顔
ね
え
・
・
・
」

不
審
げ
に
首
を
傾
げ
る
亀
山
刑
事
。

○
撮
影
所
、
食
堂
、
内

侍
姿
の
山
本
、
入
り
口
の
電
話
機
で
電
話
を
し
て
い
る
。

（
山
本
）
「
あ
あ
、
兄
貴
。
ほ
か
で
も
な
い
ん
だ
け
ど
、

原
田
が
、
昔
の
友
人
か
ら
手
紙
が
来
て
・
・
・
・
・
・
」

○
京
都
府
警
本
部
長
室
、
内

電
話
を
し
て
い
る
山
本
本
部
長
。

（
本
部
長
）
「
わ
か
っ
た
。
変
面
や
な
。
ま
だ
新
聞
に
は
出
て
い
な
い

よ
う
だ
な
。
盗
難
課
あ
た
り
で
さ
り
げ
な
く
聞
い
て
み
る
ワ
」
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出
羽
警
部
と
亀
山
刑
事
（
後
書
き
）

つ
づ
く



21

山
本
本
部
長
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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山
本
本
部
長

○
京
都
府
警
本
部
、
外

○
同
、
内
、
階
段
下

山
本
本
部
長
が
階
段
を
降
り
て
い
く
。

出
羽
と
亀
山
が
帰
っ
て
く
る
。

本
部
長
と
出
く
わ
し
て
直
立
敬
礼
す
る
二
人
。

（
出
羽
、
亀
山
）
「
あ
、
本
部
長
」

（
本
部
長
）
「
あ
あ
、
君
た
ち
、
ち
ょ
っ
と
。
盗
難
課
だ
ね
？
」

緊
張
す
る
二
人
。

（
本
部
長
）
「
最
近
ど
う
か
ね
？
何
か
変
わ
っ
た
事
は
な
い
か
ね
？
・
・
ん
？
」

（
出
羽
）
「
変
わ
っ
た
こ
と
？
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
い
た
っ
て
健
康
で
す
」

亀
山
、
肘
で
出
羽
を
つ
つ
く
。

（
出
羽
）
「
あ
、
事
件
の
ほ
う
で
す
か
？
事
件
の
ほ
う
は
・
・
へ
ん
め
ん
、

あ
、
い
や
盗
難
事
件
が
」

（
本
部
長
）
「
へ
ん
め
ん
？
」

本
部
長
、
周
り
を
見
、
二
人
を
脇
へ
連
れ
込
む
。

（
本
部
長
）
「
い
ま
、
変
面
と
か
言
っ
た
な
」

（
出
羽
）
「
あ
、
は
い
」

亀
山
、
不
安
そ
う
に
見
つ
め
て
い
る
。

（
本
部
長
）
「
二
人
ち
ょ
っ
と
部
屋
ま
で
来
な
さ
い
！
」

（
出
羽
、
亀
山
）
「
は
、
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」

不
安
顔
で
互
い
に
顔
を
見
合
す
二
人
。
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○
本
部
長
室
、
内

デ
ス
ク
が
で
ん
と
あ
り
。
『
山
本
本
部
長
』
の
プ
レ
ー
ト
。

デ
ス
ク
前
に
テ
ー
ブ
ル
と
ソ
フ
ァ
ー
。

ソ
フ
ァ
ー
に
本
部
長
、
向
か
い
に
出
羽
と
亀
山
が
座
り
、

秘
密
め
い
た
雰
囲
気
で
話
し
て
い
る
。

（
本
部
長
）
「
（
大
き
く
う
な
づ
き
な
が
ら
）
そ
う
い
う
こ
と
か
・
・
・
」

（
出
羽
）
「
え
え
、
ま
あ
」

二
人
う
な
づ
き
あ
い
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

本
部
長
、
腕
組
み
を
し
て
考
え
込
ん
で
い
る
。

（
本
部
長
）
「
実
は
な
、
変
面
と
い
う
の
は
怪
人
二
十
面
相
の
こ
と
な
ん
や
」

（
二
人
）
「
え
え
っ
！
」

（
出
羽
）
「
怪
人
二
十
面
相
て
あ
の
・
・
」

（
亀
山
）
「
少
年
探
偵
団
の
・
・
・
」

本
部
長
、
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
り
、
つ
ぶ
や
く
。

（
本
部
長
）
「
こ
れ
は
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
大
事
件
に
な
る
ぞ
」

○
盗
難
課
、
内

奥
で
課
長
と
美
人
の
婦
警
が
仕
事
し
て
い
る
。

出
羽
と
亀
山
が
そ
っ
と
入
っ
て
く
る
。

（
出
羽
）
「
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
り
そ
う
や
・
・
・
」

課
長
が
立
ち
上
が
り
二
人
に
何
か
言
お
う
と
し
た
そ
の
時
に
電
話
。

課
長
、
電
話
を
取
る
。
二
人
神
妙
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。

（
課
長
）
「
（
二
人
を
に
ら
ん
だ
ま
ま
）
ハ
イ
こ
ち
ら
盗
難
課
！

え
っ
？
本
部
長
！
・
・
・
あ
、
は
い
。
・
・
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。

し
っ
か
り
頑
張
る
よ
う
に
、
ハ
イ
、
激
励
し
て
お
き
ま
す
。
ハ
イ
」
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出
羽
と
亀
山
、
顔
を
見
合
わ
せ
笑
む
。
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山
本
本
部
長
（
後
書
き
）

つ
づ
く



26

予
告
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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予
告

○
映
画
村
、
大
店
街

撮
影
風
景
。

新
撰
組
姿
の
原
田
と
山
本
。

飴
売
り
姿
の
木
村
。
白
川
女
の
高
田
。

農
民
の
子
の
太
一
と
愛
。
他
通
行
人
。

撮
影
ス
タ
ッ
フ
と
見
物
客
。

（
監
督
）
「
ハ
イ
、
本
番
！
」

ス
タ
ン
バ
イ
Ｏ
Ｋ
，
緊
張
が
走
る
。

ロ
ー
プ
の
外
に
『
お
静
か
に
』
の
扇
子
持
ち
。

（
監
督
）
「
よ
ー
い
、
ス
タ
ー
ト
！
」

カ
チ
ン
コ
が
な
る
。

通
行
人
の
間
を
抜
け
て
走
る
原
田
と
山
本
。

（
監
督
）
「
ハ
ー
イ
Ｏ
Ｋ
！
３
０
分
休
憩
！
」

○
大
店
街
、
店
の
脇

原
田
と
山
本
が
し
ゃ
が
ん
で
い
る
。

（
山
本
）
「
ま
た
手
紙
が
き
た
ん
や
て
？
」

（
原
田
）
「
あ
あ
、
ま
た
来
た
。
広
隆
寺
の
黄
金
の
仏
像
を
盗
む
と
書
い
て
あ

っ
た
」

（
山
本
）
「
広
隆
寺
？
そ
こ
や
な
い
か
」

木
村
と
高
田
、
太
一
と
愛
が
ア
イ
ス
を
な
め
な
が
ら
割
り
込
ん
で
く
る
。

（
木
村
）
「
何
が
広
隆
寺
な
の
？
」

（
高
田
）
「
広
隆
寺
て
、
そ
こ
の
？
」

（
愛
）
「
ね
え
？
ど
し
た
ん
、
ど
し
た
ん
？
」
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（
太
一
）
「
手
紙
や
ろ
、
手
紙
？
」

（
山
本
）
「
で
、
手
紙
は
？
」

（
原
田
）
「
あ
あ
、
こ
れ
だ
」

原
田
、
懐
か
ら
シ
ー
ル
手
紙
を
取
り
出
し
端
を
つ
ま
ん
で
は
が
す
。

皆
覗
き
込
み
唖
然
と
す
る
。

（
愛
）
「
何
も
書
い
て
な
い
よ
？
」

（
太
一
）
「
ほ
ん
と
だ
？
」

（
原
田
）
「
あ
あ
、
書
い
て
あ
っ
た
ん
だ
が
、
消
え
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
」

手
紙
、
山
本
か
ら
木
村
へ
渡
る
。

（
木
村
）
「
で
、
な
ん
て
書
い
て
あ
っ
た
の
？
」

（
原
田
）
「
広
隆
寺
の
黄
金
の
仏
像
を
盗
む
、
怪
盗
変
面
」

（
愛
と
太
一
）
「
へ
ん
め
ん
！
」

（
高
田
）
「
ほ
て
、
い
つ
な
ん
？
」

（
原
田
）
「
次
の
新
月
の
夜
」

（
山
本
）
「
と
言
う
事
は
・
・
・
あ
と
２
週
間
か
」

腕
組
み
を
し
て
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
上
が
る
山
本
と
原
田
。
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予
告
（
後
書
き
）

つ
づ
く



30

広
隆
寺
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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広
隆
寺

○
府
警
本
部
、
外

○
同
、
盗
難
課

こ
っ
そ
り
と
扉
を
開
け
る
本
部
長
。

出
羽
、
亀
山
が
気
付
く
。
本
部
長
２
Ｆ
を
指
差
す
。

出
羽
、
亀
山
そ
っ
と
抜
け
出
す
。

○
同
、
本
部
長
室
、
内

デ
ス
ク
に
で
ん
と
座
る
山
本
本
部
長
。

出
羽
と
亀
山
が
入
室
し
て
敬
礼
。

（
出
羽
）
「
本
部
長
、
御
用
は
何
で
し
ょ
う
か
？
」

本
部
長
、
デ
ス
ク
の
上
の
紙
を
か
ざ
す
。

『
次
の
新
月
の
夜
、
広
隆
寺
の
黄
金
の
仏
像
を
頂
く
。
怪
盗
変
面
』

出
羽
、
亀
山
、
覗
き
込
み
驚
く
。

（
出
羽
）
「
こ
、
こ
れ
は
？
」

（
本
部
長
）
「
私
が
書
い
た
」

ガ
ク
ッ
と
す
る
二
人
。

○
広
隆
寺
、
境
内

本
殿
の
真
裏
の
白
土
塀
。

愛
と
太
一
が
塀
を
乗
り
越
え
て
忍
び
込
む
。

本
殿
脇
か
ら
木
蔭
伝
い
に
隠
れ
な
が
ら
庫
裏
に
近
づ
く
。

せ
む
し
男
が
庭
を
掃
い
て
い
る
。

住
職
と
出
羽
、
亀
山
が
話
し
て
い
る
。
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（
住
職
）
「
近
頃
変
わ
っ
た
こ
と
と
言
わ
れ
て
も
？
」

（
出
羽
）
「
ほ
ら
、
た
と
え
ば
脅
迫
状
と
か
お
面
と
か
？
」

住
職
、
腕
組
み
し
て
考
え
込
む
。

メ
モ
を
取
る
亀
山
、
ち
ら
ち
ら
と
せ
む
し
男
と
目
が
合
う
。

木
蔭
か
ら
愛
と
太
一
が
覗
い
て
い
る
。

（
住
職
）
「
お
お
、
そ
う
い
え
ば
」

住
職
、
僧
衣
を
ま
さ
ぐ
る
が
見
つ
か
ら
ず
、
付
近
を
捜
す
。

せ
む
し
男
が
近
づ
い
て
き
て
紙
く
ず
を
住
職
に
渡
す
。

（
住
職
）
「
お
お
、
こ
れ
じ
ゃ
」

せ
む
し
男
、
ま
た
も
と
の
と
こ
ろ
に
戻
り
掃
き
は
じ
め
る
。

出
羽
、
亀
山
、
二
人
の
動
き
を
見
つ
め
て
い
る
。

（
住
職
）
「
子
供
の
い
た
ず
ら
じ
ゃ
と
思
う
と
っ
た
が
の
」

住
職
、
紙
を
手
に
か
ざ
す
。

『
次
の
新
月
の
夜
、
広
隆
寺
の
黄
金
の
仏
像
を
頂
く
。
怪
盗
変
面
』

出
羽
、
亀
山
、
驚
く
。

（
出
羽
）
「
こ
、
こ
れ
は
？
ま
さ
か
？
」

笑
う
本
部
長
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ッ
ト
。

愛
と
太
一
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
木
蔭
か
ら
姿
を
消
す
。

（
出
羽
）
「
（
せ
む
し
男
を
見
）
あ
の
男
は
？
」

（
住
職
）
「
あ
あ
、
あ
の
作
男
は
お
し
で
な
。
耳
も
よ
く
聞
こ
え
な
い
。

も
う
３
０
年
以
上
に
な
る
か
な
・
・
・
捨
て
子
じ
ゃ
よ
。
門
前
に
な
」

出
羽
、
亀
山
、
悲
し
げ
に
う
な
づ
く
。
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広
隆
寺
（
後
書
き
）

つ
づ
く



34

謎
の
せ
む
し
男
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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謎
の
せ
む
し
男

○
撮
影
所
、
食
堂
、
内

原
田
、
山
本
、
木
村
、
高
田
が
食
事
中
。

愛
と
太
一
、
血
相
を
変
え
て
駆
け
込
む
。

（
原
田
、
山
本
）
「
ど
う
し
た
？
」

（
木
村
、
高
田
）
「
ど
う
し
た
の
？
」

（
愛
）
「
（
息
せ
き
切
っ
て
）
見
た
。
今
。
刑
事
さ
ん
。
広
隆
寺
」

（
太
一
）
「
（
ぜ
ー
ぜ
ー
）
新
月
。
仏
像
。
変
面
」

（
山
本
）
「
わ
か
っ
た
！
今
広
隆
寺
に
忍
び
込
ん
だ
ら
、

ち
ょ
う
ど
刑
事
が
住
職
と
話
を
し
て
て
、
次
の
新
月
の
夜
に

黄
金
の
仏
像
を
盗
む
と
変
面
か
ら
手
紙
が
き
て
た
。
そ
う
だ
ろ
？
」

愛
と
太
一
大
き
く
う
な
づ
く
。
木
村
と
高
田
が

二
人
の
背
中
を
さ
す
り
な
が
ら
水
を
飲
ま
せ
る
。

（
原
田
）
「
黄
金
の
仏
像
。
ど
う
し
て
も
や
る
つ
も
り
だ
な
、
あ
い
つ
は
」

皆
原
田
を
見
つ
め
る
。

○
広
隆
寺
、
本
殿
、
内

国
宝
半
跏
思
惟
像
が
厳
重
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

住
職
、
出
羽
、
亀
山
が
話
し
て
い
る
。

（
出
羽
）
「
こ
れ
が
国
宝
第
一
号
か
・
・
・
す
ば
ら
し
い
」

亀
山
、
像
に
近
づ
き
キ
ス
を
し
よ
う
と
す
る
。

『
ブ
ー
』
と
ブ
ザ
ー
が
鳴
る
。

亀
山
、
飛
び
の
く
。

（
住
職
）
「
３
０
年
前
に
学
生
が
キ
ス
し
よ
う
と
し
て
国
宝
の
指
を

壊
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
警
報
器
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
」
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出
羽
、
大
き
く
う
な
づ
い
て
い
る
。

亀
山
、
像
に
見
と
れ
て
い
る
。

（
出
羽
）
「
と
こ
ろ
で
、
黄
金
の
仏
像
と
い
う
の
は
ど
こ
に
？
」

住
職
、
ニ
コ
ッ
と
笑
み
、
出
羽
に
耳
打
ち
す
る
。

（
出
羽
）
「
え
え
っ
！
ほ
ん
と
う
で
す
か
？
」

出
羽
、
ま
じ
ま
じ
と
仏
像
を
見
つ
め
る
。

亀
山
、
気
付
い
て
出
羽
に
歩
み
寄
る
。

出
羽
、
像
の
胸
の
あ
た
り
を
指
差
し
て
、

（
出
羽
）
「
黄
金
の
像
は
・
・
・
こ
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
？
」

（
亀
山
）
「
え
え
っ
！
こ
の
な
か
に
？
」

（
住
職
）
「
だ
か
ら
絶
対
に
盗
ま
れ
ん
」

○
せ
む
し
の
作
男
が
掃
除
を
し
な
が
ら

不
気
味
に
大
笑
い
す
る
イ
メ
ー
ジ
カ
ッ
ト
。

○
京
都
、
嵐
山
、
初
夏

観
光
シ
ー
ズ
ン
の
嵐
山
の
風
景
。

○
京
福
電
鉄
、
太
秦
駅

電
車
が
到
着
し
降
り
て
く
る
木
村
と
高
田
。

女
子
大
生
風
の
よ
そ
お
い
。

○
広
隆
寺
、
山
門
前

重
厚
な
山
門
を
見
上
げ
る
ラ
フ
な
ス
タ
イ
ル
の
原
田
と
山
本
。

木
村
と
高
田
が
合
流
す
る
。

（
山
本
）
「
じ
ゃ
、
行
く
か
？
」
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（
皆
）
「
Ｏ
Ｋ
！
」

○
同
、
境
内

せ
む
し
男
が
じ
っ
と
四
人
の
動
き
を
目
で

追
い
な
が
ら
掃
除
を
し
て
い
る
。

四
人
、
本
殿
へ
向
か
う
。
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謎
の
せ
む
し
男
（
後
書
き
）

つ
づ
く



39

国
宝
第
一
号
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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国
宝
第
一
号

○
広
隆
寺
、
本
殿
、
外

住
職
が
四
人
を
招
き
い
れ
る
。

○
同
、
本
殿
、
内

国
宝
半
跏
思
惟
像
が
厳
重
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

住
職
と
四
人
が
い
る
。

（
木
村
）
「
ま
あ
き
れ
い
！
」

（
高
田
）
「
ほ
ん
ま
や
。
こ
り
ゃ
と
て
も
か
な
わ
ん
わ
」

原
田
と
山
本
、
像
を
チ
ラ
ッ
と
見
た
だ
け
で
他
を
探
っ
て
い
る
。

（
住
職
）
「
え
ー
、
こ
の
半
跏
思
惟
像
は
国
宝
第
一
号
で
あ
り
ま
し
て
、

半
分
足
を
反
対
の
膝
に
乗
せ
て
い
る
の
で
半
跏
。
思
索
に
ふ
け
っ
て

い
る
の
で
思
惟
、
こ
の
ま
な
ざ
し
と
麗
細
な
る
指
の
形
は
・
・
・
・
」

木
村
と
高
田
は
う
な
づ
き
傾
聴
し
て
い
る
。

山
本
は
天
井
を
見
た
り
柱
に
触
っ
た
り
し
て
い
る
。

原
田
は
じ
っ
と
像
を
凝
視
し
て
い
る
。

（
住
職
）
「
・
・
・
と
言
う
訳
で
国
宝
第
一
号
と
な
り
ま
し
た
」

う
な
づ
く
木
村
と
高
田
。

原
田
が
い
き
な
り
像
の
胸
を
指
差
し
て
、

（
原
田
）
「
ず
い
ぶ
ん
と
重
そ
う
で
す
ね
？
こ
の
像
」

（
住
職
）
「
そ
り
ゃ
重
い
で
す
よ
、
中
身
が
一
杯
詰
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
」

住
職
、
し
ま
っ
た
と
思
う
。

（
住
職
）
「
え
え
と
、
高
さ
が
１
５
０
セ
ン
チ
。
重
さ
は
と
・
・
・
」
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原
田
、
し
め
た
と
山
本
に
目
配
せ
す
る
。

四
人
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
う
な
づ
く
。

○
同
、
本
殿
、
外

住
職
に
礼
を
し
て
去
る
四
人
。

じ
っ
と
見
送
る
せ
む
し
男
。

振
り
向
い
て
ニ
タ
リ
と
笑
う
。

四
人
、
い
き
な
り
近
づ
い
て
、

（
木
村
）
「
す
い
ま
せ
ん
。
こ
っ
ち
か
ら
も
出
れ
ま
す
か
？
」

せ
む
し
男
、
大
い
に
驚
き
、
う
う
う
！
と
う
な
づ
く
。

○
京
都
府
警
本
部
、
外

○
同
、
本
部
長
室
、
内

山
本
本
部
長
が
デ
ス
ク
に
座
っ
て
い
る
。

出
羽
と
亀
山
が
立
っ
た
ま
ま
報
告
を
し
て
い
る
。

（
出
羽
）
「
・
・
・
・
と
言
う
訳
で
あ
り
ま
す
」

（
本
部
長
）
「
ふ
む
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
当
日
何
人
か
応
援
を
ま
わ
そ
う
。

パ
ト
カ
ー
も
１
台
で
ど
う
だ
？
」

（
出
羽
）
「
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

出
羽
と
亀
山
、
深
々
と
頭
を
下
げ
る
。

○
同
、
廊
下

出
羽
と
亀
山
が
並
ん
で
歩
い
て
い
る
。

（
出
羽
）
「
こ
の
手
で
変
面
を
と
っ
捕
ま
え
て
や
る
」

（
亀
山
）
「
そ
う
簡
単
に
捕
ま
え
ら
れ
ま
す
か
ね
え
？
」

（
出
羽
）
「
な
に
？
」

出
羽
、
亀
山
を
に
ら
み
つ
け
る
。
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国
宝
第
一
号
（
後
書
き
）

つ
づ
く



43

変
面
の
里
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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変
面
の
里

○
映
画
村
、
日
本
橋

撮
影
風
景
。

山
本
、
同
心
姿
。

原
田
、
一
心
太
助
ふ
う
の
町
人
。

木
村
、
高
田
は
町
娘
。

子
役
の
太
一
と
愛
。

撮
影
ス
タ
ッ
フ
と
見
物
客
。

（
監
督
）
「
ハ
イ
、
本
番
！
」

緊
張
が
走
っ
て
ス
タ
ン
バ
イ
Ｏ
Ｋ
．

ロ
ー
プ
脇
に
『
お
静
か
に
』
の
扇
子
も
ち
。

（
監
督
）
「
ヨ
ー
イ
、
ス
タ
ー
ト
！
」

カ
チ
ン
コ
が
鳴
る
。

通
行
人
の
間
を
抜
け
て
走
る
原
田
と
山
本
。

（
監
督
）
「
ハ
ー
イ
Ｏ
Ｋ
！
３
０
分
休
憩
！
」

緊
張
が
解
け
た
み
ん
な
の
笑
顔
。

○
同
、
日
本
橋
、
橋
下

６
人
が
車
座
に
な
っ
て
し
ゃ
が
み
込
ん
で
い
る
。

（
山
本
）
「
い
よ
い
よ
明
日
の
晩
が
新
月
の
夜
だ
」

皆
、
真
剣
に
う
な
づ
く
。

（
原
田
）
「
ど
う
や
っ
て
く
る
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
ん
？
」

（
山
本
）
「
府
警
の
ほ
う
か
ら
パ
ト
カ
ー
１
台
と
警
官
４
名

刑
事
が
２
人
張
り
込
む
そ
う
だ
」
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（
愛
）
「
刑
事
っ
て
多
分
あ
の
２
人
だ
ね
？
」

（
太
一
）
「
う
ん
」

（
木
村
）
「
黄
金
の
像
は
間
違
い
な
く
」

（
高
田
）
「
国
宝
の
中
や
ね
！
」

（
原
田
）
「
ふ
む
」

（
山
本
）
「
と
に
か
く
明
日
は
こ
ま
め
に
交
替
で
探
り
を
入
れ
よ
う
」

皆
う
な
づ
く
。

○
京
都
、
夜

東
山
に
新
月
直
前
の
月
。

犬
の
遠
吠
え
。

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
の
変
面
の
顔
を
し
た
コ
ウ
モ
リ
が
飛
ん
で
い
く
。

○
山
奥
、
変
面
の
里
、
真
夜
中

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
、
マ
ン
ト
姿
の
変
面
。

Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
の
忍
者
姿
十
名
。

５
名
が
２
列
で
並
ん
で
い
る
。

赤
青
の
忍
者
ユ
ニ
ホ
ー
ム
、
胸
に
番
号
。

変
面
、
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
と
か
っ
こ
よ
く
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
白
手
袋
の
右
手
で
掴
み
胸
の
前
に
持
っ
て
く
る
。

左
手
に
は
金
の
玉
の
付
い
た
ス
テ
ッ
キ
。
マ
ン
ト
の
す
そ
を
掴
み
、

（
変
面
）
「
ア
チ
ャ
！
（
左
に
首
を
傾
け
る
礼
を
す
る
）
」

（
手
下
全
員
）
「
ア
チ
ャ
！
」

（
変
面
）
「
い
よ
い
よ
明
日
が
決
行
の
日
だ
！
準
備
は
い
い
か
？
」

（
手
下
全
員
）
「
（
右
手
を
突
き
上
げ
て
）
オ
ー
ッ
！
」

一
列
目
５
人
が
前
方
宙
返
り
す
か
さ
ず
後
方
宙
返
り
。
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二
列
目
が
そ
れ
に
つ
づ
き
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を

か
っ
こ
よ
く
踊
り
、
最
後
に
両
手
を
天
に
突
き
上
げ
て
、

（
手
下
全
員
）
「
オ
ー
ッ
！
」

（
変
面
）
「
（
お
も
む
ろ
に
）
ア
チ
ャ
！
」

○
山
道
、
真
夜
中

下
り
の
山
道
、
星
明
り
で
明
る
い
。

白
馬
に
乗
っ
た
変
面
を
先
頭
に
、

荷
車
を
押
す
１
０
人
の
手
下
達
。
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変
面
の
里
（
後
書
き
）

つ
づ
く



48

映
画
村
探
偵
団
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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映
画
村
探
偵
団

○
広
隆
寺
、
山
門
前

パ
ト
カ
ー
が
止
ま
っ
て
い
る
。

○
同
、
境
内

せ
む
し
男
が
掃
除
を
し
て
い
る
。

○
同
、
本
殿
、
外

警
官
が
一
人
立
っ
て
い
る
。

木
蔭
に
愛
と
太
一
が
潜
ん
で
い
る
。

○
同
、
本
殿
、
内

国
宝
像
の
脇
に
警
官
が
一
人
立
っ
て
い
る
。

住
職
と
出
羽
、
亀
山
が
話
し
て
い
る
。

（
出
羽
）
「
も
う
こ
れ
で
大
丈
夫
で
し
ょ
う
」

（
住
職
）
「
あ
り
が
た
い
こ
と
じ
ゃ
。
万
が
一
国
宝
が
盗
ま
れ

で
も
し
た
ら
、
こ
の
寺
は
潰
れ
て
し
ま
う
」

（
出
羽
）
「
絶
対
に
大
丈
夫
で
す
。
こ
の
私
が
変
面
を
捕
ま
え
ま
す
か
ら
」

亀
山
、
像
に
見
と
れ
て
い
る
。

○
撮
影
所
、
食
堂
、
内

原
田
、
山
本
、
木
村
、
高
田
が
食
事
中
。

愛
と
太
一
が
入
っ
て
き
て
報
告
を
し
て
い
る
。

（
山
本
）
「
そ
う
か
、
何
の
変
化
も
な
い
か
」

（
原
田
）
「
仕
事
は
真
夜
中
だ
。
今
の
う
ち
に
眠
っ
て
た
ほ
う
が
い
い
」

皆
う
な
づ
く
。
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○
高
台
の
草
原

眼
下
に
京
の
町
が
見
え
て
い
る
。

お
お
い
び
き
を
か
い
て
昼
寝
し
て
い
る
変
面
一
味
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ッ
ト
。

○
京
都
府
警
、
本
部
長
室
、
内

腕
組
み
し
て
空
を
に
ら
む
山
本
本
部
長
。

○
安
ア
パ
ー
ト
、
外
、
夜

安
ア
パ
ー
ト
の
夜
の
全
景
。

○
同
、
内
、
廊
下

○
同
、
内
、
原
田
の
部
屋

六
人
が
雑
魚
寝
を
し
て
い
る
。

原
田
、
目
を
覚
ま
し
時
計
を
見
る
。

（
原
田
）
「
あ
っ
！
お
い
、
み
ん
な
起
き
ろ
！
」

皆
、
目
を
覚
ま
し
起
き
上
が
る
。

（
山
本
）
「
そ
れ
で
は
、
み
ん
な
は
、
本
殿
の
よ
く
見
え
る
木
蔭
で

じ
っ
と
見
張
っ
と
く
よ
う
に
。
俺
と
原
田
は
、
周
り
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
か
ら
木
蔭
に
行
く
。
夜
で
も
分
か
る
よ
な
？
」

（
愛
と
太
一
）
「
ま
か
し
と
い
て
」

（
山
本
）
「
じ
ゃ
、
行
く
か
」

（
原
田
）
「
あ
あ
」

皆
、
立
ち
上
が
る
。

○
広
隆
寺
、
外
、
夜

鐘
楼
脇
出
入
り
口
付
近
の
低
い
土
塀
。

六
人
が
集
結
し
て
い
る
。
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原
田
が
中
腰
で
膝
を
立
て
る
。

山
本
が
介
助
し
て
、
愛
、
太
一
、
木
村
、
高
田
が
入
り
込
む
。

最
後
に
原
田
が
周
り
を
確
認
し
て
山
本
が
引
っ
張
り
あ
げ
る
。

○
同
、
境
内
、
夜

木
立
の
間
を
隠
れ
隠
れ
に
行
く
六
人
。

本
殿
、
山
門
付
近
に
灯
が
あ
る
。

○
同
、
木
蔭
の
拠
点
、
夜

ち
ょ
う
ど
６
人
入
れ
る
ほ
ど
の
く
ぼ
み
。

６
人
身
を
寄
せ
合
っ
て
し
ゃ
が
ん
で
い
る
。

（
山
本
）
「
こ
こ
か
ら
だ
と
正
面
に
庫
裏
。
右
に
本
殿
。

左
が
山
門
で
全
て
が
よ
く
見
え
る
」

皆
、
う
な
ず
く
。

山
門
、
パ
ト
カ
ー
の
警
官
が
一
人
立
っ
て
あ
く
び
を
し
て
い
る
。

本
殿
入
り
口
に
警
官
が
一
人
立
っ
て
い
る
。

庫
裏
の
戸
が
開
い
て
、
せ
む
し
男
が
お
茶
を
運
ん
で
い
る
。

（
山
本
）
「
そ
れ
じ
ゃ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
行
こ
う
か
。
原
田
は
外
、

俺
は
内
側
。
３
０
分
で
戻
る
。
Ｏ
Ｋ
？
］

（
皆
）
「
Ｏ
Ｋ
」
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映
画
村
探
偵
団
（
後
書
き
）

つ
づ
く



53

忍
者
達
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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忍
者
達

○
京
都
府
警
本
部
、
本
部
長
室
、
外
、
夜

ド
ア
ノ
ブ
に
札
が
つ
る
さ
れ
て
い
る
。

『
今
晩
泊
ま
り
、
起
こ
す
な
！
山
本
』

○
同
、
内

デ
ス
ク
で
眠
る
本
部
長
。

○
広
隆
寺
、
本
殿
、
内
、
夜

柱
の
影
に
身
を
潜
め
る
山
本
。

警
官
と
亀
山
、
像
の
脇
に
立
っ
て
い
る
。

住
職
と
出
羽
、
椅
子
に
座
っ
て
将
棋
を
し
て
い
る
。

出
羽
、
腕
時
計
を
見
て
、

（
出
羽
）
「
お
お
、
も
う
こ
ん
な
時
間
か
。
和
尚
、

後
は
我
々
に
任
せ
て
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
く
だ
さ
い
」

住
職
、
あ
く
び
を
し
な
が
ら
、

（
住
職
）
「
そ
う
じ
ゃ
な
。
そ
う
さ
せ
て
も
ら
う
わ
」

住
職
、
立
ち
上
が
る
。

山
本
、
柱
に
身
を
隠
す
。

○
同
、
土
塀
、
外
、
夜

原
田
が
土
塀
伝
い
に
歩
い
て
い
る
。

星
明
り
で
明
る
い
。

原
田
、
土
塀
の
た
て
溝
を
見
て
、

（
原
田
）
「
・
・
・
う
ん
？
」



55

近
づ
い
て
手
で
触
れ
る
。

（
原
田
）
「
こ
れ
は
？
」

原
田
、
驚
き
の
顔
。

○
京
都
、
夜

東
山
の
全
景
。
星
明
り
の
暗
闇
。

犬
の
遠
吠
え
。

Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
と
書
か
れ
た
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
の

変
面
の
顔
を
し
た
コ
ウ
モ
リ
が
飛
ん
で
い
く
。

○
京
都
府
警
本
部
、
本
部
長
室
、
内
、
夜

デ
ス
ク
で
眠
る
山
本
本
部
長
。

○
広
隆
寺
、
山
門
前
、
夜

パ
ト
カ
ー
で
眠
る
二
人
の
警
官
。

○
同
、
本
殿
入
口
、
夜

椅
子
に
座
り
眠
り
こ
け
て
る
警
官
の
姿
。

庫
裏
の
戸
が
そ
っ
と
開
い
て
、

周
り
を
確
か
め
ニ
タ
リ
と
笑
う
せ
む
し
男
。

○
同
、
本
殿
、
内
、
夜

出
羽
、
亀
山
と
警
官
一
人
が

像
の
前
で
椅
子
に
座
り
眠
り
こ
け
て
い
る
。

○
同
、
木
蔭
の
拠
点
、
夜

愛
と
太
一
が
木
村
と
高
田
の
膝
の
上
で
眠
っ
て
い
る
。

木
村
と
高
田
も
眠
っ
て
い
る
。

山
本
と
原
田
は
見
張
り
を
し
て
い
る
。
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（
原
田
）
「
ち
ょ
っ
と
土
塀
の
あ
た
り
を
み
て
く
る
」

山
本
う
な
づ
く
。

○
東
寺
、
五
重
塔
、
夜

東
寺
の
五
重
塔
を
背
に
忍
者
１
０
人
が
荷
車
を
猛
ス
ピ
ー
ド

で
押
し
な
が
ら
駆
け
抜
け
て
い
く
。

白
馬
の
変
面
は
い
な
い
。

○
広
隆
寺
、
土
塀
、
外
、
夜

原
田
が
探
り
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。

突
然
、
向
こ
う
か
ら
忍
者
の
一
群
が

猛
ス
ピ
ー
ド
で
荷
車
を
押
し
て
く
る
。

原
田
、
す
ば
や
く
隠
れ
る
。

不
思
議
と
音
は
し
な
い
。

荷
車
に
は
パ
ネ
ル
、
木
箱
、
竹
竿
、
映
写
機
、

つ
る
は
し
、
ス
コ
ッ
プ
等
が
積
ん
で
あ
る
。

（
忍
者
達
）
「
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
。
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
」

隠
れ
て
い
る
原
田
の
目
の
前
で
荷
車
止
ま
る
。

原
田
、
目
を
丸
く
し
て
驚
く
。

忍
者
達
『
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
』
を
ず
っ
と
繰
り
返
し
な
が
ら
、

二
人
が
土
塀
の
た
て
溝
と
次
の
た
て
溝
と
に
沿
っ
て
立
ち
、

ゆ
っ
く
り
と
し
ゃ
が
む
。

３
ｍ
ほ
ど
の
土
塀
が
手
前
に
動
き
、
横
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
。

荷
車
、
中
に
入
り
、
土
塀
が
し
ま
る
。
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原
田
、
目
を
丸
く
し
て
驚
い
て
い
る
。
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忍
者
達
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー

○
広
隆
寺
、
土
塀
、
内
、
夜

土
塀
の
中
。
荷
車
の
周
り
に
パ
ネ
ル
が
立
て
ら
れ
る
。

三
人
の
赤
忍
者
、
本
殿
の
屋
根
伝
い
に
竹
竿
と

映
写
機
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
運
ぶ
。

青
忍
者
６
人
、
手
際
よ
く
猛
ス
ピ
ー
ド
で
穴
を

掘
り
始
め
る
。
場
所
は
本
殿
の
真
裏
で
あ
る
。

（
忍
者
達
）
「
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
。
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
」

○
同
、
土
塀
、
夜

原
田
、
土
塀
の
上
か
ら
内
側
に
飛
び
降
り
る
。

黒
々
と
し
て
静
か
、
何
も
見
え
な
い
。

歩
き
出
そ
う
と
し
て
パ
ネ
ル
に
ぶ
つ
か
る
。

（
原
田
）
「
い
て
っ
！
」

不
審
げ
に
、
両
手
で
空
中
を
触
っ
て
い
る
。

（
原
田
）
「
あ
れ
っ
、
こ
れ
は
？
」

風
景
と
見
事
な
ま
で
に
同
化
し
た
パ
ネ
ル
。

原
田
、
木
に
登
り
中
を
の
ぞ
く
。

目
を
丸
く
し
て
驚
く
原
田
の
顔
。

○
同
、
パ
ネ
ル
の
中
、
夜

ラ
ン
タ
ン
の
灯
だ
け
で
が
む
し
ゃ
ら
に
掘
り
進
む
青
忍
者
６
人
。

（
忍
者
達
）
「
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
。
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
」
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だ
ん
だ
ん
と
動
作
と
掛
け
声
が
早
く
な
る
。

さ
ら
に
狂
お
し
く
早
く
な
っ
て
、

み
る
み
る
砂
の
山
が
高
く
な
る
。

○
同
、
本
殿
の
屋
根
の
上
、
夜

赤
忍
者
３
人
が
い
る
。
一
人
が
竹
竿
を
持
っ
て
ス
ク
リ
ー
ン
を

広
げ
な
が
ら
庫
裏
の
屋
根
を
伝
い
大
木
に
わ
た
る
。

あ
と
一
人
は
映
写
機
と
ス
ピ
ー
カ
ー
を
セ
ッ
ト
す
る
。

残
る
一
人
は
竹
竿
ス
ク
リ
ー
ン
を
持
っ
て
屋
根
の
上
に
立
つ
。

（
忍
者
達
）
「
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
。
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
」

○
京
都
府
警
本
部
、
本
部
長
室
、
内
、
夜

ソ
フ
ァ
ー
で
眠
る
本
部
長
。

○
広
隆
寺
、
山
門
前
、
夜

パ
ト
カ
ー
で
眠
る
二
人
の
警
官
。

○
同
、
本
殿
入
り
口
、
夜

さ
っ
き
よ
り
だ
ら
し
な
く
眠
る
警
官
。

空
中
に
ス
ク
リ
ー
ン
が
見
え
る
。

○
同
、
本
殿
、
内
、
夜

さ
っ
き
よ
り
だ
ら
し
な
く
眠
り
こ
け
て
い
る

出
羽
と
亀
山
と
警
官
。

○
同
、
木
蔭
の
拠
点
、
夜

愛
と
太
一
、
木
村
と
高
田
の
膝
の
上
で
眠
っ
て
い
る
。

高
田
は
山
本
に
寄
り
添
い
な
が
ら
眠
っ
て
い
る
。
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○
同
、
庫
裏
、
内
、
夜

奥
で
住
職
が
い
び
き
を
か
い
て
い
る
。

土
間
に
せ
む
し
男
と
赤
忍
者
一
人
が
い
る
。

赤
忍
者
、
た
た
ん
だ
マ
ン
ト
の
上
に

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
乗
せ
て
両
手
で
持
っ
て
い
る
。

（
せ
む
し
男
）
「
よ
し
っ
！
」

赤
忍
者
が
衣
装
を
差
し
出
す
。

せ
む
し
男
が
く
る
り
と
一
回
転
す
る
と
、

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
、
白
顔
、
口
裂
け
、
黒
目
が
ね
。

マ
ン
ト
姿
の
怪
盗
変
面
に
変
身
し
て
い
る
。

変
面
、
ス
テ
ッ
キ
を
掲
げ
宙
を
に
ら
み
、

（
変
面
）
「
よ
ー
い
！
ス
タ
ー
ト
！
」

○
同
、
本
殿
裏
、
夜

忍
者
達
、
荷
車
の
木
箱
を
降
ろ
し
て
い
る
。

（
忍
者
達
）
「
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
。
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
」

原
田
、
木
か
ら
飛
び
降
り
る
。

○
同
、
木
蔭
の
拠
点
、
夜

皆
眠
っ
て
い
る
。

山
本
、
ふ
と
目
を
覚
ま
し
て
、
正
面
を
見
て
驚
く
。
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エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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変
面
参
上
！
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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変
面
参
上
！

○
広
隆
寺
、
本
殿
前
、
夜

庫
裏
上
空
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
に
変
面
の
顔
が
映
る
。

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
の
声
が
響
く
。

（
変
面
）
「
ワ
ッ
八
ッ
ハ
ッ
ハ
！
怪
盗
変
面
参
上
！
お
待
た
せ
し
た
な
。

ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
！
怪
盗
変
面
参
上
！
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
」

居
眠
り
の
警
官
、
驚
い
て
立
ち
上
が
る
。

○
同
、
山
門
前
、
夜

パ
ト
カ
ー
の
二
人
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
声
に
驚
き
飛
び
出
す
。

そ
の
隙
に
赤
忍
者
が
パ
ト
カ
ー
に
何
か
を
細
工
す
る
。

○
同
、
本
殿
、
内
、
夜

眠
り
こ
け
て
い
た
出
羽
、
亀
山
、
警
官
、
目
を
覚
ま
す
。

（
出
羽
）
「
ん
？
な
ん
だ
？
」

（
亀
山
）
「
ん
？
」

警
官
、
立
ち
上
が
り
入
り
口
へ
走
る
。

（
警
官
）
「
あ
、
大
変
で
す
！
変
面
が
現
れ
ま
し
た
！
」

（
出
羽
、
亀
山
）
「
な
ん
だ
っ
て
！
」

三
人
、
入
り
口
へ
走
る
。

柱
の
影
か
ら
原
田
、
仏
像
を
見
て
い
る
。

○
同
、
木
蔭
の
拠
点
、
夜

完
全
に
目
を
覚
ま
し
ス
ク
リ
ー
ン
を
見
つ
め
る

山
本
、
木
村
、
高
田
、
愛
、
太
一
。



66

○
同
、
本
殿
前
、
夜

ス
ク
リ
ー
ン
で
変
面
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。

（
変
面
）
「
さ
あ
諸
君
。
今
は
ス
ク
リ
ー
ン
だ
が
、

こ
の
あ
と
す
ぐ
に
本
物
が
現
れ
る
か
ら
お
楽
し
み
に
。

ま
ず
は
我
ら
の
す
ば
ら
し
い
踊
り
を
紹
介
し
よ
う
！

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！
変
面
ダ
ン
サ
ー
ズ
！
」

画
面
で
忍
者
の
ヒ
ッ
プ
ポ
ッ
プ
ダ
ン
ス
が
始
ま
る
。

皆
、
ボ
ー
っ
と
見
と
れ
て
い
る
。

○
同
、
本
殿
、
内
、
夜

柱
の
影
で
像
を
見
つ
め
る
原
田
。

突
然
、
像
が
台
座
ご
と
ガ
タ
ン
と
ゆ
れ
る
。

ゆ
っ
く
り
と
像
が
下
降
す
る
。

完
全
に
見
え
な
く
な
っ
て
５
秒
後
、
ゆ
っ
く
り
と

『
笑
う
人
魚
の
像
』
が
上
が
っ
て
く
る
。

（
原
田
）
「
あ
わ
わ
わ
？
」

像
の
台
座
に
『
怪
盗
変
面
作
』
と
あ
る
。

○
同
、
本
殿
裏
、
夜

一
瞬
に
し
て
パ
ネ
ル
を
た
た
み
像
を
乗
せ
、

土
塀
を
開
け
て
荷
車
を
押
し
出
す
青
忍
者
。

（
忍
者
達
）
「
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
。
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
」

○
同
、
本
殿
前
、
夜

皆
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
見
と
れ
て
い
る
。

（
変
面
）
「
そ
れ
で
は
本
物
を
紹
介
し
よ
う
！
怪
盗
変
面
参
上
！
」
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画
面
が
消
え
真
っ
暗
。
す
ぐ
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
点
き
、

シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
、
マ
ン
ト
が
な
び
く
シ
ル
エ
ッ
ト
が
画
面
に
浮
か
び
上
が
る
。

（
変
面
）
「
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
。
諸
君
、
怪
盗
変
面
は
こ
こ
だ
！

捕
ま
え
ら
れ
る
も
の
な
ら
捕
ま
え
て
み
た
ま
え
！
お
っ
と
そ
の
前
に
、

国
宝
と
黄
金
の
像
は
確
か
に
い
た
だ
い
た
。
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
！
」

怪
盗
変
面
は
本
殿
の
屋
根
の
上
。

変
面
の
体
が
宙
に
浮
き
、
天
空
の
ワ
イ
ヤ
ー
を

滑
空
し
て
山
門
を
超
え
て
消
え
る
。

○
同
、
山
門
前
、
夜

パ
ト
カ
ー
の
後
方
で
赤
忍
者
が
白
馬
を
用
意
し
て
い
る
。

変
面
が
滑
空
し
て
き
て
白
馬
に
ま
た
が
る
。

赤
忍
者
と
変
面
う
な
づ
き
あ
う
。

白
馬
が
山
門
前
を
駆
け
抜
け
て
い
く
。

○
同
、
本
殿
前
、
夜

皆
、
混
乱
し
て
い
る
。

（
出
羽
）
「
変
面
を
捉
え
ろ
！
い
や
、
仏
像
が
先
だ
！
」

右
往
左
往
す
る
み
ん
な
の
姿
。

結
局
、
警
官
四
人
が
追
跡
に
向
か
う
。

出
羽
と
亀
山
、
本
殿
に
入
る
。

○
同
、
山
門
前
、
夜

パ
ト
カ
ー
に
乗
り
込
む
４
人
の
警
官
。

何
度
や
っ
て
も
エ
ン
ジ
ン
は
か
か
ら
な
い
。

○
同
、
本
殿
、
内
、
夜
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『
笑
う
人
魚
の
像
』
の
前
に
呆
然
と
立
ち
尽
く
す
出
羽
と
亀
山
。

同
時
に
手
帳
を
落
と
す
二
人
の
後
ろ
姿
。

○
東
寺
、
五
重
塔
、
夜

白
馬
で
駆
け
抜
け
る
変
面
。

白
馬
止
ま
り
、
前
足
を
掲
げ
て
い
な
な
く
。

ス
テ
ッ
キ
で
天
を
さ
す
変
面
。

（
変
面
）
「
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
！
」

忍
者
達
が
荷
車
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
押
し
て
く
る
。

（
忍
者
達
）
「
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
！
エ
ッ
サ
ー
ホ
イ
サ
ー
！
」

変
面
た
ち
、
夜
の
闇
に
消
え
て
い
く
。
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変
面
参
上
！
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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捜
査
本
部
設
置
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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捜
査
本
部
設
置

○
京
都
府
警
本
部
、
本
部
長
室
、
内

床
で
だ
ら
し
な
く
眠
る
山
本
本
部
長
。

○
広
隆
寺
、
庫
裏
、
内
、
夜
明
け

い
び
き
を
か
い
て
熟
眠
す
る
住
職
の
姿
。

に
わ
と
り
の
鳴
き
声
。

○
映
画
村
内
、
中
村
座
前
、

撮
影
風
景
。

山
本
、
原
田
、
町
人
姿
。

木
村
、
高
田
、
町
娘
姿
。

子
役
の
太
一
と
愛
。

撮
影
ス
タ
ッ
フ
と
見
物
客
。

（
監
督
）
「
ハ
イ
、
本
番
！
」

緊
張
が
走
っ
て
ス
タ
ン
バ
イ
Ｏ
Ｋ
。

ロ
ー
プ
脇
に
『
お
静
か
に
』
の
扇
子
も
ち
。

（
監
督
）
「
ヨ
ー
イ
、
ス
タ
ー
ト
！
」

カ
チ
ン
コ
が
鳴
る
。

『
す
り
だ
！
』
の
男
の
声
。

通
行
人
の
間
を
走
り
抜
け
る
原
田
と
山
本
。

（
監
督
）
「
ハ
ー
イ
Ｏ
Ｋ
！
３
０
分
休
憩
！
」

緊
張
が
解
け
て
皆
散
る
。

○
同
、
中
村
座
脇
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６
人
、
車
座
に
な
っ
て
座
る
。

皆
、
睡
眠
不
足
で
眠
た
そ
う
。

（
山
本
）
「
お
前
ど
こ
行
っ
て
た
ん
だ
？
」

（
原
田
）
「
実
は
、
あ
の
晩
土
塀
の
と
こ
ろ
で
・
・
・
・
・
」

○
イ
メ
ー
ジ
カ
ッ
ト

荷
車
と
忍
者
の
到
着
か
ら
、
穴
掘
り
、
木
箱
を
下
ろ
す
と
こ
ろ
。

○
元
の
中
村
座
脇

み
ん
な
真
剣
に
原
田
の
話
を
聞
い
て
い
る
。

（
原
田
）
「
・
・
あ
れ
は
特
別
訓
練
さ
れ
た
プ
ロ
集
団
だ
と
思
う
」

皆
、
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

（
原
田
）
「
あ
の
あ
と
本
殿
に
忍
び
込
ん
だ
ん
だ
が
、
・
・

変
面
の
笑
い
声
が
外
で
聞
こ
え
て
・
・
・
・
」

○
イ
メ
ー
ジ
カ
ッ
ト

国
宝
の
半
跏
像
が
ガ
タ
ン
と
ゆ
れ
て
、

『
笑
う
人
魚
の
像
』
が
上
が
っ
て
く
る
所
。

○
元
の
中
村
座
脇

み
ん
な
の
驚
き
の
顔
。

（
高
田
）
「
一
度
見
に
い
か
な
あ
か
ん
ね
」

皆
、
う
な
づ
く
。

（
山
本
）
「
な
る
ほ
ど
、
そ
う
か
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
。

兄
貴
に
報
告
し
と
い
た
ほ
う
が
い
い
な
」

○
京
都
府
警
本
部
、
外
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正
面
『
京
都
府
警
本
部
』
と
あ
る
。

警
官
が
１
人
立
ち
、
出
羽
と
亀
山
敬
礼
し
て
入
る
。

○
同
、
本
部
長
室
、
内

デ
ス
ク
に
山
本
本
部
長
。
電
話
を
か
け
て
い
る
。

（
本
部
長
）
「
よ
し
分
か
っ
た
」

本
部
長
、
受
話
器
を
置
く
。

出
羽
と
亀
山
、
力
な
く
入
っ
て
く
る
。

（
本
部
長
）
「
君
た
ち
、
ご
苦
労
で
あ
っ
た
」

（
出
羽
）
「
ど
う
も
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
取
り
逃
が
し
て

し
ま
っ
て
、
ほ
ん
と
に
す
み
ま
せ
ん
！
」

（
本
部
長
）
「
何
を
言
っ
と
る
ん
だ
。
顔
を
上
げ
な
さ
い
」

出
羽
と
亀
山
、
顔
を
上
げ
複
雑
げ
。

（
本
部
長
）
「
今
日
は
君
た
ち
の
ス
タ
ー
ト
の
日
な
ん
だ
か
ら
、

元
気
を
出
し
て
、
ん
？
」

（
出
羽
、
亀
山
）
「
え
っ
？
ス
タ
ー
ト
の
日
？
」

（
本
部
長
）
「
午
後
の
記
者
会
見
に
は
二
人
も
同
席
し
て

も
ら
う
か
ら
、
そ
の
つ
も
り
で
い
て
く
れ
た
ま
え
」

出
羽
と
亀
山
、
不
安
げ
に
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

（
本
部
長
）
「
心
配
し
な
く
て
い
い
。
君
た
ち
は
胸
を
張
っ
て
黙
っ
て
座
っ

と
く
だ
け
で
い
い
か
ら
。
そ
の
前
に
ち
ょ
っ
と
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
」

（
出
羽
、
亀
山
）
「
あ
、
は
あ
？
」
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捜
査
本
部
設
置
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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記
者
会
見
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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記
者
会
見

○
京
都
府
警
本
部
、
記
者
会
見
場
、
内

正
面
に
長
テ
ー
ブ
ル
、
中
央
に
山
本
本
部
長
。

両
脇
に
出
羽
と
亀
山
、
不
安
げ
に
座
っ
て
い
る
。

十
数
名
の
記
者
達
。
一
人
覆
面
を
し
て
い
る
。

司
会
の
警
官
が
脇
に
立
っ
て
い
る
。

（
司
会
）
「
そ
れ
で
は
記
者
会
見
を
始
め
ま
す
。

状
況
説
明
！
山
本
本
部
長
！
」

（
本
部
長
）
「
え
ー
ま
ず
状
況
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
夜
の
広
隆
寺
国
宝
窃
盗
事
件
。
さ
ら
に
そ
の
前
の
平
安
神
宮

神
器
窃
盗
事
件
。
さ
ら
に
そ
の
前
の
清
水
寺
黄
金
仏
窃
盗
事
件

は
、
同
一
犯
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
犯
人
は
！
」

皆
、
メ
モ
の
手
を
止
め
て
本
部
長
を
見
る
。

（
本
部
長
）
「
犯
人
は
、
怪
盗
変
面
と
そ
の
一
味
！
」

皆
一
斉
に
メ
モ
を
取
る
。
覆
面
う
な
ず
く
。

（
記
者
１
）
「
へ
ん
め
ん
、
て
ど
ん
な
字
で
す
か
？
」

（
本
部
長
）
「
変
な
人
の
変
と
お
面
の
面
で
す
」

（
記
者
１
）
「
な
ん
で
す
か
、
そ
れ
は
？
」

（
司
会
）
「
あ
ー
質
疑
応
答
は
あ
と
で
願
い
ま
す
！
」

皆
、
へ
ん
め
ん
と
い
い
な
が
ら
ざ
わ
め
く
。

（
本
部
長
）
「
え
ー
本
日
、
怪
盗
変
面
窃
盗
団
捜
査
本
部
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
本
部
長
は
こ
の
私
。
現
場
の
責
任
者
は
こ
ち
ら
、



77

出
羽
警
部
と
、
こ
ち
ら
、
亀
山
刑
事
」

出
羽
と
亀
山
、
立
ち
上
が
っ
て
礼
を
し
着
席
。

（
本
部
長
）
「
以
上
で
状
況
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。

質
問
を
受
け
付
け
ま
す
」

（
記
者
２
）
「
ハ
イ
！
」

（
本
部
長
）
「
ど
う
ぞ
」

（
記
者
２
）
「
一
味
の
人
数
は
何
人
く
ら
い
で
す
か
？
」

（
本
部
長
）
「
少
な
く
と
も
十
数
名
と
思
わ
れ
ま
す
」

皆
一
斉
に
メ
モ
を
取
る
。
覆
面
が
一
人
、
腕
組
み
し
て

う
な
ず
い
て
い
た
が
、
皆
と
同
じ
よ
う
に
メ
モ
を
取
る
。

（
記
者
３
）
「
ハ
イ
！
ま
だ
事
件
は
続
き
ま
す
か
？
」

（
本
部
長
）
「
相
当
訓
練
さ
れ
た
プ
ロ
の
集
団
の
よ
う
で
し
て
、

即
刻
逮
捕
は
、
ち
ょ
っ
と
無
理
で
す
」

（
記
者
１
）
「
ハ
イ
！
変
面
て
な
ん
で
す
か
？

見
た
ひ
と
い
る
ん
で
す
か
？
」

（
本
部
長
）
「
実
は
見
た
も
の
が
お
る
ん
で
す
。
こ
ち
ら
の

二
人
が
そ
う
で
す
。
本
日
は
日
ご
ろ
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
皆
様
方
に
特
別
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
し
ま
す
」

本
部
長
、
目
で
出
羽
に
合
図
を
す
る
。

（
本
部
長
）
「
こ
の
優
秀
な
る
二
名
の
記
憶
力
を
下
に
、

怪
盗
変
面
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
を
を
公
開
い
た
し
ま
す
」

出
羽
と
亀
山
、
立
ち
上
が
っ
て
大
き
な
紙
の
巻
物
の
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両
端
を
持
っ
て
広
げ
る
。

Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｎ
と
書
か
れ
た
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
に
ピ
エ
ロ
顔
、

黒
マ
ス
ク
め
が
ね
の
も
の
す
ご
く
へ
た
な
絵
で
あ
る
。

記
者
た
ち
驚
き
、
前
に
進
み
出
る
。

覆
面
男
が
一
人
後
ろ
の
席
で
眠
っ
て
い
る
。

○
広
隆
寺
、
山
門
前

タ
ク
シ
ー
が
止
ま
り
ド
ア
が
開
く
。

ほ
ん
も
の
の
せ
む
し
の
作
男
が
降
り
て
く
る
。

大
き
く
息
を
し
て
山
門
を
入
る
。

○
同
、
境
内

立
ち
入
り
禁
止
の
警
察
の
ロ
ー
プ
。

鑑
識
課
数
名
が
作
業
中
。

住
職
、
出
羽
、
亀
山
が
い
る
。

（
住
職
）
「
と
ほ
ほ
も
う
こ
れ
で
こ
の
寺
も
お
し
ま
い
じ
ゃ
」

（
出
羽
）
「
ま
あ
ま
あ
そ
う
落
ち
込
ま
な
い
で
、
国
宝
は

必
ず
探
し
出
し
て
あ
げ
ま
す
か
ら
」

そ
こ
に
ふ
ら
り
と
作
男
が
現
れ
る
。

皆
驚
く
。

（
作
男
）
「
う
う
あ
う
あ
う
あ
？
（
な
に
か
あ
っ
た
ん
で
す
か
？
）
」

（
三
人
）
「
あ
う
あ
う
あ
う
あ
？
（
お
ま
え
ど
こ
に
い
た
ん
だ
？
）
」

亀
山
が
紙
と
鉛
筆
を
持
っ
て
く
る
。

作
男
、
紙
に
何
か
書
い
て
皆
に
見
せ
る
。

『
山
奥
の
温
泉
に
一
ヶ
月
い
た
』
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○
温
泉
、
露
天
風
呂

温
泉
に
つ
か
り
ご
馳
走
を
食
べ
る
作
男
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ッ
ト
。

変
面
の
里
と
書
い
た
標
識
が
見
え
る
。

○
広
隆
寺
、
元
の
境
内

住
職
、
出
羽
、
亀
山
、
作
男
が
い
る
。

作
男
、
懐
か
ら
大
き
な
手
紙
を
出
し
て
住
職
に
手
渡
す
。

（
作
男
）
「
う
う
あ
あ
う
（
預
か
っ
た
、
読
め
）
」

住
職
、
弱
々
し
く
手
紙
を
受
け
取
り
読
み
始
め
る
。

皆
、
注
目
し
て
い
る
。

（
住
職
）
「
お
お
（
少
し
明
る
く
）
・
・
お
お
（
背
筋
が
の
び
て
）

・
・
・
お
お
（
目
が
輝
い
て
く
る
）
」

皆
驚
き
、
住
職
を
見
つ
め
て
い
る
。
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記
者
会
見
（
後
書
き
）

つ
づ
く
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笑
う
人
魚
の
像
（
前
書
き
）

こ
の
作
品
は
シ
ナ
リ
オ
で
す
。
読
み
に
く
い
で
し
ょ
う
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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笑
う
人
魚
の
像

○
輪
転
機

新
聞
の
輪
転
機
が
回
っ
て
い
る
。

各
紙
の
一
面
が
次
々
重
な
る
。

『
怪
盗
変
面
！
京
都
に
現
る
！
』

『
怪
盗
変
面
！
府
警
に
挑
戦
状
！
』

『
超
プ
ロ
集
団
！
怪
盗
変
面
窃
盗
団
！
』

写
真
入
り
文
面
が
そ
れ
に
続
く
。

か
っ
こ
よ
く
修
正
さ
れ
た
笑
む
怪
盗
変
面
の

写
真
と
『
笑
う
人
魚
の
像
』
が
大
写
し
。

○
広
隆
寺
、
山
門
前

長
い
人
の
列
が
で
き
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
が
今
ま
で
の
登
場
人
物
で
あ
る
。

『
怪
盗
変
面
作
笑
う
人
魚
の
像
写
真
撮
影
会
会
場
一
回
千
円
』

の
大
看
板
。
ア
ル
バ
イ
ト
が
二
人
『
お
静
か
に
』
と

『
待
ち
時
間
１
時
間
』
の
扇
子
を
持
っ
て
整
理
し
て
い
る
。

○
同
、
境
内

長
い
列
が
で
き
て
い
る
。

受
付
に
作
男
と
バ
イ
ト
の
女
の
子
が
座
っ
て
い
る
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
一
杯
の
お
札
が
見
え
る
。

作
男
振
り
返
っ
て
ニ
タ
リ
と
笑
う
。

出
羽
と
亀
山
、
山
本
本
部
長
も
私
服
で
並
ん
で
い
る
。
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記
者
の
皆
さ
ん
。

原
田
、
山
本
、
木
村
、
高
田
、
愛
と
太
一
。

撮
影
所
の
皆
さ
ん
。
見
物
客
の
皆
さ
ん
。

盗
難
課
の
課
長
と
婦
警
。

所
化
、
女
官
、
監
督
。
修
学
旅
行
生
。

変
面
と
忍
者
た
ち
隠
れ
て
き
て
い
る
。

○
同
、
本
殿
、
内

『
笑
う
人
魚
の
像
』
が
あ
る
。

台
座
に
『
怪
盗
変
面
作
』
と
書
い
て
あ
る
。

写
真
撮
影
風
景
。

バ
イ
ト
の
撮
影
係
が
、
セ
ッ
ト
し
な
が
ら
、

フ
ラ
ッ
シ
ュ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
る
。

（
撮
影
係
）
「
ハ
イ
チ
ー
ズ
！
・
・
ハ
イ
Ｏ
Ｋ
！
」

脇
で
住
職
と
出
羽
と
亀
山
が
話
し
て
い
る
。

（
出
羽
）
「
い
や
あ
、
大
盛
況
で
す
な
」

（
住
職
）
「
あ
あ
、
あ
り
が
た
い
こ
と
じ
ゃ
。
変
面
さ
ん
の

ア
イ
デ
ア
で
、
こ
れ
か
ら
有
名
に
な
る
か
ら
撮
影
会
を
や
り
な
さ
い
、

と
手
紙
に
書
い
て
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
よ
。
ほ
ほ
ほ
」

（
出
羽
）
「
そ
う
で
す
か
、
し
か
し
、
大
盛
況
で
す
な
」

亀
山
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
、

（
亀
山
）
「
犯
人
は
必
ず
現
場
に
戻
る
は
ず
だ
」

フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
輝
く
。
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（
撮
影
係
）
「
ハ
イ
、
次
の
方
」

薄
暗
が
り
、
長
い
列
の
先
頭
か
ら
愛
、
太
一
、
高
田
、
木
村
、

原
田
、
山
本
が
出
て
く
る
。

（
山
本
）
「
（
係
に
）
六
人
で
一
枚
！
」

薄
暗
が
り
に
次
の
客
が
出
て
く
る
。
よ
く
見
え
な
い
が

そ
の
客
は
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。

愛
と
太
一
が
像
の
下
に
顔
を
並
べ
る
。

木
村
と
高
田
、
山
本
と
原
田
両
脇
に
顔
を
出
す
。

（
撮
影
係
）
「
ハ
イ
、
変
面
！
」

フ
ラ
ッ
シ
ュ
が
輝
き
、
『
笑
う
人
魚
の
像
』
と

六
人
の
顔
の
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
大
写
し
。
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一
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

黄金の半跏像（映画村探偵団１）
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